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【機密性２】

建設現場におけるサプライチェーン
マネジメントの導入

資料５
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【機密性２】

施工

原材料（鋼材、木材、セメント、骨材等）

組立等（現場or工場）

建設会社現場 工場

コンクリート打設

生コン車 鉄筋の溶接

工場製品の組立

鋼材セメント

サプライチェーンマネジメントの課題と見直しの方向性

• 一品受注生産で、受注を受けてからの生産とな
らざるを得ず、待ち時間のロスが発生

• 受注を先読みして製造しても、同規格の製品が
発注されなければデッドストックとなるリスク有

専門工事会社

材料メーカー

部材（鉄筋、型枠、生コン等）

建材ﾒｰｶｰ、生ｺﾝ会社等

・ 各工事関係情報の早期共有

見直しの方向性課 題
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・ 部材の規格の標準化

・民間での効率的な取組みの後押し
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【機密性２】
サプライチェーンマネジメントに向けた取組み（案）

原材
料

部品
組立
等

④出荷 ④出荷

元請

①発注情報（規格・数量）

発注者
①発注情報

原材
料

部品
組立
等

仕様・数量・
納期の依頼

仕様・数量・
納期の依頼

詳細確認
承諾の可否

出荷 出荷

詳細確認
承諾の可否

一対一での調整

元請

従来方式

発注 発注

発注者
発注情報

将来

情報を事前かつ幅広に発信・共有

部品等の
発注伝票の
作成・発出

②事前の
情報共有

②事前の
情報共有

③発注 ③発注

①関係者間で工事発注情報を早期の共有できる仕組みの構築
⇒ より早期に工事情報が関係者間で共有されることで、調達計画の検討を促す

②施工関連情報の電子化

⇒ コンクリート工場からの生コン伝票でやりとりされていた情報を電子化することで、出
荷状況のリアルタイムでの把握、データ打ち替え等の手間の省略が図られる

③部材の仕様（サイズ等）の標準化
⇒ ボックスカルバート等における標準寸法による設計（資料４参照）
⇒ 型枠の転用による合理的な製造（今後、詳細検討）
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【機密性２】

サイト名 ： 東北地方整備局
Ｕ Ｒ Ｌ ：
http://www.thr.mlit.go.jp/bumon/b00097/k00910/ko
ukyokouji/hacchusyakyougikai/mitoshimap.htm

東北地方発注者協議会では、国、県、市町村等の「発注見通しとりまとめ版」を平成25年
11月１日より運用開始⇒順次全国拡大

・国、県、市町村等の公表内容をまとめて掲載し内容も充実
・東北を３２地区に分けて発注見通しをとりまとめ
・毎月１回の更新を基本とし、公表機関、内容の充実に努める

236機関（96%）が参加【H28.9更新時点】

■取組み（東北地整整備局の事例）
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• 技術者の配置計画、労務資材の手配について大変役立っているとの評価

• 全体の見通しを共有することにより、計画的な発注、不調不落の回避、平準化の
推進にも寄与

① 工事発注情報の早期共有の仕組みの構築



【機密性２】
②-1. 施工関連情報の電子化

○生コン伝票の従来型運用

【①出荷】
出荷時に出荷時刻
を記録した伝票発行

【④品質管理】
打設情報の出力
→記録として残すのみ
に留まる。

【③打設】
打設開始時間、終了時
間、品質等の施工情報を
別様式に入力従

来

【②受入れ】
伝票に到着時間を
入力、品質確認後に
受け入れサイン

生コン工場（製造・出荷） 現場（受け入れ・打設） 事務所(品質管理）

伝票発行 受入れ 打設 品質管理

納入書サイン

打設状況を野帳等に記載 打設管理表の作成
（納入書と野帳から打ち替え作業）

コンクリートの品質等の情報については、生コン工場で発行された紙伝票により情報
が伝達。結果、工事情報の共有・保管・提出等の場面で、改めてデータ入力作業が生
じている
現場での試験結果や運搬状況がリアルタイムでやりとりできないので、現場やプラント
での状況を相互にやりとりするのに時間がかかり、状況によっては打設の手戻りが生
じている

現状の課題
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【機密性２】

今

後

共有サーバー「出荷情報」・「受入れ時の品質情報」「受入れ確認情報」・「施工時の情報」等の管理
【①出荷】
出荷時に出荷時刻
を記録し、情報送信

【②受入れ】
到着時間を入力
品質確認後に受入
れサイン入力

【④品質管理】
打設情報の出力
→トレーサビリティ、
各種分析に活用

【③打設】
打設開始時間、終了時間、
品質等の施工情報を入力・
リアルタイム確認可能

○生コン伝票等の電子化の運用イメージ

生コン工場（製造・出荷） 現場（受入れ・打設） 事務所(品質管理）

データ打ち替えの手間が省かれる他、リアルタイムに情報を確認することが可能となり手
戻りが未然に防がれる。
情報がほぼ自動的に蓄積されるため、維持管理を含めた多くの場面での利活用が促進さ
れる。

想定される効果

製造情報発信 受入れ 打設 品質管理

打設管理表の作成
（データの収集のみ）
※実作業の大幅短縮

打設状況

タブレット

生コン伝票の電子化等に向けて、 関係者間への必要な調整を行う協議の場
において、生コン工場（製造側）及び施工業者（施工側）双方において最適な
運用とできるよう必要な調整を図る

②-2. 施工関連情報の電子化

6



0

50

100

150

200

250

型
枠
転
用
実
績
（
回
）

ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ （型枠転用実績例）
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Ｌ型擁壁 （型枠転用実績例）

効率的なサプライチェーンに向けたその他の視点(型枠の転用等)

Ⅰ，発注者ごとの要求に対応するため、PCa型枠及び製品の種類は増加傾向（2012年から約1.5倍増加）

Ⅱ，大型ボックスカルバートやＬ型擁壁では、規格化された小型のPCa製品と比較して、 型枠の転用回数
が0.3～0.4倍程度

PCa製造現場における課題（メーカーへのヒアリング等より）
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1.5倍 1.4倍
規格の標準化により、
型枠自体に合理化が
図れるのではないか

型枠の共有等により
転用回数を多くできれ
ば、コストも従前より
安くなるのではないか

（1工場あたり）（1工場あたり）
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左記以外



運搬
組立・施工

製作
調達

各種試験結果
（材料特性）

データ管理
（進捗共有システム）

発注者 受注者
アクセス

情報の随時更新

アクセス

工程や納品時
期の確認

各種工事における関連情報の共有の方向性

生コン伝票の電子化等について、次年度、実事例における効果分析等を実施

→ 電子データを随時保存することで、リアルタイムでの状況把握、書類の簡素化や材料
確認、検査の合理化を期待

→ 将来的には補修・点検結果を追記することで、維持管理段階での活用も期待

関係者間の協議の場において、最適な運用とできるよう必要な調整を図る

⇒より具体的かつ効果的なサプライチェーンマネジメントの実現をめざす。
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情報共有イメージ

シームレスな情報共有

今後の方向性（案）



審議事項
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•コンクリートに関して、効率的なサプライチェーンを実現
するためには、他にどのような取組みがあるか

• PCa製品に関して、効率的なサプライチェーンを実現す
るためには、どのような取組みがあるか


